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(1)に対応する領域を模擬するために MPD チャンネル装置を，さらに(2)に対応する領域を模擬するために， MPDｭ
PF アークジェットを製作し，実験，および数値シミュレーションによりその流れ構造を調べた。以下に得られた主
な研究成果を示す。


























いる o 従来の飛行時間法 (Time of Flight Method) のように流れの中に探針を設置しないため，流れを乱さずに速
度測定が可能になっている O 速度測定により，プラズ、マ排出速度は電磁流体理論から予想される平均速度よりも大き
く，それは陽極径に依存することが明らかにされている。
以上のように，本論文は電磁プラズ、マ加速 (MPD) アークジェット推進機の推力発生機構において重要とされる
領域を実験，数値シミュレーションによって調べてその流れ構造を明らかにするとともに. MPD アークジェット推
進機の設計指針を与えるものであり，博士(工学)論文として価値あるものと認める o
. 
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